
o

［資　嘱コ
@　　　　　　　It

家蠶の眠ホルモン竝に蛹化ホルモン分泌に關する

最近の研究

山口定次郞

　　（抄録・抄繹）

　　　　　昆鵬特に獄の眠、或は蝋化の現象に就ては、最近特に鵡術的蹴に實鵬的の見地から興味言、

　　　　闘心が彿はれる様になつた。師最近我國にても紳岡四郎（織孫墾會第10同麟術大曾講演要旨

　　　　1939）、諸星欝次郎（九大農齢藝雑諮　8（3｝232～2461939）、金順鳳（日木鷲綜融雛濾　工0（2）

　　　　1939）等の緒氏の研究があり、又神岡氏（植1勿及び動物8（10）、（11：1940）及び特に栂谷博士

　　　　（楠物及び動物　9（1、2，3）］941）等の有盆な論説がある。

　　　　　然し筆潜は雌慮には最近饗表されたもの3、4を抄録又は抄藤して見やう劃鼠ふa避等によ

　　　　れば、イヒ蜥ホルモンは前胸腺（叉1よ意11ll酊｝？141t珂犬J］泉）から一建の隣期に分泌されて蜘化を趨さしめる1

　　　　こS、ヌ1咽喉側利1経球の先端に接して存在するCorp6ru　allataが、前胸腺ε關聯して眠現藻老　謙

　　　　誘鱒する刻～ルーZ一ンを分泌するであらう．こSが確認されるに羅っfこ。i

　　　　　懲兜の蝸化に關係する内分泌物の分泌郡位及び時期勉に脳と蠣化との關係繭il
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　，、暴
　　　　　　　　　　　霊賀兵左猫営ド巴　　（日本搬孫銀雑誌　io（4）　231～240　　1939）　　　　，　　　　　　、　，　　難

　　　　　從來鵬卿化に就では、H駅｛まその附近（c。rl）。・・all・t・）力泌要なりεの読一一緬醗蟻

　　　　購麟矯1欝三論臨1塁鵠竺論撫巴驚麟灘l

　　　　Pe騨skア（エ93°）等一S力需ある・　　　　　、　　翻灘

　　　匿欝講轟欝灘麟鵜1難窃灘騰謙より’　灘灘灘

，難灘鷲騰鷹齢難欝糠蹴灘1輪灘蹴遼鎌譲講
　　　嚇騨秘隷麟の討融・拗分齢灘雛鮒め附近に存在する前㈱撒錫鱗
　　　　り・その分泌關始の時期は象慰では醤繭の申期、帥ち繭暦璽の約60％に根當する盤を吐総麟凝

　　　　瀕備勲購で購し燭餌よ靴4塒附）か1らである・Nその分灘齢鞭糠
　　　　斯氣門融醗糠ゐる籍樋興察氣の齢授け嘱り・その氣騨ぴそ曙f遜嚇灘

　　　　難ての剛轡鍵氣糠完全に墜たれ蹴縄脚泌騰倉諺鞭灘

　　　　　俵7・蝋1・瀦雄撤瓦　　　　・　　　　　』麟灘

　　　’　麟畢難誌　　第十ここ巻　策箪號　　1941

　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝕、　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　「

雛購蟻癬鑓　　　t／t－t、　　　tt　、／°轟　　t，＿．、t、　・　L譲凝



曹60　　　　　　　　　　　鷲　　　踊　　　攣　　　難　　　諮　　　　　　　　　（第十二倫

　　　　　　り
懲見に於ける前胸帯状腺の鰻育及び箕の移植と化蝸との關係

　　　　　　　　　宰賀兵左術1’iH　（日木1醗孫學難誌　11（3）151～162　1940）

　　　著者は襲に簸貌の腹部の種々なる都位を結紮しナこ實験からs化蛎ホルモンの分泌器管は第一

’　氣門の附近にあり、而も前胸帯状腺力竃踊化ホルモンのij’泌腺であらうご推察した。斑に本報借

　　では、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

　　　1．　4、5齢獄兇の結紮部位ミ腹部の眠及び蝋化ξの關係。

　　　2．　前胸帯状腺のJY］’在部位。

　　　3．　憐繭中欝1氾の薗胸；醐伏腺の獲奇≦蠣化εの闘係。　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　4，　前胸・糊犬腺の移植ε蝋化」の關係。

　　　5．　一般鱗翅目幼議に於ける前胸帯状腺の有無o

　　等に就て研究を雌め、次の如き結論を得た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　　　機繭中の前胸帯1リミ腺の獲育ミ輔化dの間には密接な關係の存在するこごが認められる。即ち

　　蠕化ホルモンの分泌されるll芋期に於て、　lll∫惚齢状腺は最も主辺く獲育しN【1．つその時期の細胞は

　　分泌作用を概みつMある様な組織畢的構燧を示してゐるが、蝋化G院皮）ご共に腺の退化が総め

　　られる。此の事實及び蝋化に關與する内分泌秘器管0）存在するS考へられる部位にのみ、，此の

　　腺が存庇する’1趨並に該腺の移殖により腹部のみにても輔化せしめうるこごから見て、前胸帯

　　状眼が蝋化に關係ある分泌腺であるこε炉明かであるo

　l39縮の鱗翅目鵬に就て・澗査し嫌繰・何れの鱗にても、第一鮒叢の内側に露兇S

、，
@略同襟な形をした薗胸幣状腺が｛芋任してゐるこSが判った。

　　縦表3、文献8、慰翼8挿入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・函　　　’

　　　1　　　ノ　　　　　　　　　　　　，
　，、・　　　　　　　　前胸腺の移植に4乃る家獄蝸化の誘導（英如

獣、　醐宗一（1・d・・t玉。n・f　pup・ti・・i岬lkw・rm　1）y　tr・nsplanti・g　the　pr。th・raφ◎

　　　　ノ　gland．「］E》roc．1㎜p．　Acad．「i’ol〈yo　Vol，　XV工．414～416　　1940）　　　　　　　　　　　　　　‘

麟　　翻を上藤期1；結紮により頭部を除く（頭部の作用をなくする）ε胴部の方は化輔が阻止され：な

灘膿翻瓢瓢儲誉論饒賠瓢2繍溜騨ζ讐製鰹驚
灘難鎌部分の吐綜醤繭が終つてから結紮しtc場含は、後部の蠕化も見られるこミを知つた。そこで

灘鞭環鰍誠臨糊1・於て澱囎化に腰な束糊勿質齢液中へ騨す噂酌泌a）・P櫃を
鍵雛鑛i！華罵ゐるものなりε云へる。薙で之に關係する器管は云ふまでもなく前胸腺（前胸帯状腺、

灘瀟繭町騰・も呼ぶ）で・之は恥鮒の彌籍叢に騰してゐるもφで識の励

ll灘編雛灘籟晋繍鹸欝芝を加化繍、昭蝋その
麟第灘鋤編購媚側二小孔を開けて移植硫調照顧㍉て唾MN，前獅照眠脂肪欝の
，雛齢得っだ・筋鯖灘其磯醐に縄雛め・撚後・日恥1嚢しt・・而し”（1’　－L：

難1織9た隙にその懲の第2・8鮒の間を結紮したり・第8・受節間を結紮して捗殖←た辮管が分

灘泌ダるであらう分泌物の作用を調べた。實験の宗翻匙は表（？如くで、前胸腺移楠騒の後部は化蠕
，ビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

難灘臓、他の封照搬は何れも化蝋してゐなかつた゜
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移殖器符　　移植簸数　稿㌦生叢

前　　胸　　腺　　　　　70

唖i　　　　　腺　　　　　43

第　二刺1総球　　　・　　18

脂　　肪　　盤　　　　　41

44

29

ユ4

1？

後；蔀1宋化蜥

個　髄　数

19

29

工4

17

後部化踊
個　　髄　　数

25

0

t’o

O

　（爲1眞入なるも雀略）
餌

　　　　　　　　　　　　　　　　　考、察及び結’論　　　　　　　’

　實駿の結果、前胸腺は或臨界）り1に於てifll．液中へ活性の物質を分泌する腱の輔化誘導の中櫃で

あるこSがゆヨかになつナニo

，倫此の實鹸により（之は米需己載）若し5齢期幼錨の謝両腺を、上薦期に於て、甫轟櫛を禽む嗣

部を結紮した翻の腹部に移季ieiしたのでts　Nその後部は化蠕を泄しえないざいふこtrが側る。そ

れは移植腺に蜀する樽三1三の氣管よりの杢氣の供給が充分でない総ご考へられる。Sいふのは前

胸節を含む前部を剰働1鐡射∫へば仙肋鴨11二飼ぬこSで‘鵬詑防llな棚泉に酸紫の侠給が

妨げられるε正常の磯能を現さ撫・。一方著い幼蜘の揚合には樹直腺に鋤して」禰の時迄に氣

管の供給が発成されるので、後部が化蝋ずるのである。

　　　　　　　　　蒙難に於ける眠と蝿化の傘ルモン支配（英文）

乖爵田竃ミー繭　　（工工orrnonal　CQntrol　of　nユ01ti1ユg　a」1ユd　pupation　ill　t1ユe　silkworm，－Proe，　　　　・

hmp，　Acad．　Tokyo．　Vo1．　XV工．417～42019盛0），

　　　著灘前報（194・）に鋤前灯燃は纐の開始に當つて血液中へ灘娠働蹴分泌す諭｛

　　の内分泌器管であるこεを述べた。奥に今度は翻のpao1伽g　q螂ζは脱皮）カt前胸腺のホルモン　雛

．　　に支配されるざいふ結黙を兇繊した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浴

　　　材料ミして日本2化憐正白第4齢獄を探った。食泰勝間は23・～26，5。Cで12g時間、でb起翻緊

　　餉食鱒から雛の齢蝉へ幅鰍琶は、　　　　’　　　　　　”
　　　（1）頭部覇㈱の糠・（頭部除表の圏的）　　　　　　　謬滋
　　　（2）　前繭節幽下を結紮したもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tI

　　　　a・　中胸ε後胸ざの間。（第2、：3翼節間）　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　，

　sl観　鰹8師ξ9節霊の聞。

　　　講廻　　　　　　　　　實瞼の結果
　　　1．　無頭獄の化輔ミ眠　　　／t　　　　　1

　　　第4齢の30～50博間目毎に頭部を結紮した獄では化輔も眠も起らない。然し第1蓑に示す’

　　朗く60～90時間目に無頭ざしteものの一部は幼鹸脱皮（眠）に入らずに早熟ざなり、小さい無

　　頭の蠣になつてしまつナこ。　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　　表　　　　　　　　、　　　　　　　　・

　。　種々の時期に4齢獄を無頭にした揚合。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　・



16裂　　㌧　　　　　　　’蹴　　　綜　　學　　難　　　聡　　　　　　　　㈱＋二岱

亭循の時期

｛5　0｝聯間闘

6　0

7　0　改

8　0

9　0

コoo

110

i－・数

50

50

50

　　　50t

l　　5。

1　　　　50

　　　50

イヒ　虫再i　佃1　盤　数

o

3

6

21

8

o

o

就眠個膿敷

0

o

2

3

21

40

48

幼嶽として
残つた個膿数

，　　50

47

42

26

21

10　　　　　薮

2

　　　　1
　繭して幼鍛は70時開周以後に於て無頭にしたものは，そのlli劉明のi凝いもの程就眠するもの

が多かつた。葡も就眠の時1臨よ鵬遡蟹置£略岡様であった。　　　　　　　　　　　。

　2，　前胸節以後に於て結紮した翻の眠

　前胸齢以下で績紮した揚合は、何れの畔期のものも前部及び後部共化婦しえなかつた。然し

或ものは幼鐡眠が行はれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　　表1

宰術の時期

50

60　　　　　’

70

80

go

、　　　100

1　　　　　　　110

【欄購
100

10Q

100

100

1CO

100

100

欄x．，醐1前麟禰

0・

o，

7

31

53

28

o

0

0

0

0

21

57

100

前後部共不隅

100

100

93

・69

26

15

Q

　　迄によれば4齢罵を70階i間目鳳後に於て結紮した揚合には腱の前方の幼壷1嘱が魍きだが

　醐騰開圏似後に結紮した揚合は後部のみに眠が見られた。爾眠の開始は無手術鷲に比して火

　差iうないol又不眠の部は艶死迄そのま・・であつた。

　　　　　　　　　tt　　　　　考察及び結論

　　第4齢期に無頭にした幼描に早熟化蠣一孕recocio叩pqpationの起るこざは、此の頃の翻　“

　爾頭部｝限の開始を支配する底の何物か存蕉してをり、迄を除去するこざにより、突然の化蠣

　馨魍類じめる書いふこεを暗示してゐるS考へられる。之に闘聯しで重要な羅宮は咽喉側神経

　織勲錨端に在るCQrpor4　・allalaであ濁。駕は4齢の或il＃期！こ於て之を別出タるS、．幼鐡眠に入

1韓醐騨購醐q・細・B唖・・1《・9・7）・金（・939）・醐（撒）等によつて・

　　劇賜瞬齢る

　　　韓継騨綱7嚇間醐御二鞭を・行ふS顧部結耀でも・2・1噸翻緩紮鋤
1、糊蔀悪も眠辮越る。デ㌘に於で胸部を除く後部に於ては獄を90時附目以後に結紮した揚含に

　襲け曝鎌起る電いふこSになるが、之は70～90時開の時期1こ血液の中へ或物盟を分泌ナるこ

　　鋤ら眠な起ず器宵は此の胸舗内に在るSいふこSが諏められる。　・　『　　　　　　　S
il　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

E　，　　　　　，　，　…　　　　　　　1　　　　　　、　　1　　、tt　　．　－　i，　　　、，
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　　眠（脱皮）の現象は、家露幼鍛に於ても亦他の鱗翅目幼贔に於てもb恐らく罰胸腺ミCorpora

　・11漁から髄液内へ漣緬醐こ分泌される堀伽り睡・によつて誘導される鍔へられる。N

　一面に於て化蠣の開始は前胸腺からのホルモンのみが必要の様である。

　　C。，p。・a・al1・t・の除去や蜥含の一定II糊、　EPち90酬］臼以前の聯酷紮により泌奪照を化

　踊は、C。，p・・照11・t・鯛・ルモン0）嵌際、雛眠礎めずしてイ踊を1〕はしめる前胸腺のホ

　ルモンの影響ミ考へられる。そこで次の事が明かになったS考へられる。即ち、最終齢に於て

’　はCorp。ra　allataはその分泌活動性を央ひ、萌胸腺のみが活撚ミなるらしい。最終齢の澱では

　C・rP・r・　・II…taの除去も（金・・939）頭綿紮G醐耀表）も著しく欄を鱗さ櫛もの驚

　いこ」も既に見られナニo
　隷盃置の眠や蠣化の開始に當りC。・p・ra・all・taや前槻県が果す作1禰謀蠣の賄α）㈱の

　齢に耀明しそ駒・。簡職越べるS、駄嚇轍めナ・縢齢の幼蝦・の繭の一腔螂中

　期の鋤灘内へ灘する臥移騰れた麟片は粧の幼撫調胤こ虫駆の激磁す
　事、販之もし蒋い蝋の羅内へ同搬な麟を傑し協合には・宿主のmaに當つて樹敵

　騰の幼最眠が行はれるこミを知つ11t。

　　Pi，h。（1940）はG・II，ri・・m・11・・ell・で、熱・鵬のC・rp・…1轟撮終齢の幼鐡へ移楠し

　　た騰に於て過剰の幼鋼令欄さしめ得た灘じてゐる・而して彼は之を移楠した鱒鵬
　allataの蝋化抑制の影響なりε兇徹してゐるが、此のi溌明は著潜の魔瞼力’ら’岡噺すれvば’誤りで

　　あるε思はれるo

　　　（文献4、篇翼1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
　　　　　　　　　　　　　簸縣に關する最近の特許

　　　　　、　　　　　　　　河　　野　　莫　　臨　（抄録）

評　欄撒絹繊緯の製造力ta（昭利15㈱・嬬5156號蠣人・略灘）
　　　「。・・デ・一ド搾騰瞬欝謡白質鋤稀「・ルカリ」溶灘縣灘「タ彰翻

　　酸を溶縦しめ焔後議漬灘潮撒維女は礁麟卿醐灘巌漬し燃磯灘
　　　纒撒水し、其儲しくは轍麟を含有する稀酸溶液に漫潰して勲鮪質を凝蹴麟
　　　「フオンレマリン」S縮合せしむるこざを特徴εする擬毛状絹繊維の製燧方法。

　　　　絹繊維虚理塗（昭和5年特・公第，ク268號　as願人（型蹄）叫内源奪）

　　・陶シ・J舗の騨維を「如・」明繁水酸化「ア・ゆリ」難炭酸・鰍醐簾

　　　姦：誌鷺灘譲礪欝i鱗欝需鯉讐漢響評鯖糠謎轟緩灘

　　　混合溶液にて、常叡は比較剛域濫に力醗し闘す齢二工概訳に硫酸の構溶溺聯灘
　　　叉は盤化物を添加せる溶液にて慮理’¢る第三工程ε、更に水洗乾燥に附する第閥工程Sの儲黛

　　　を特徴書する網繊維慮理法。　　・

　　　欝隈難誌第＋二巻第三號1941、　　　　　　　　1　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　u


